
 
学校行事があるということ 

副 校 長  井 ノ 口 達 哉  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年１０月３０日  

 

第９号  江戸川区立瑞江小学校 

 １０月２４日（土）、開校１００周年お祝い集会を行いました。全校での行事は、昨年度の末、２月

に行った６年生を送る会以来です。 

２時間目開始のチャイムの後、静まりかえった教室に代表委員児童の司会の声が響きました。はじめ

の言葉、校長先生の話、瑞江小クイズ、だんだんと学校全体が盛り上がっていくのを感じます。そして

金管バンドクラブが事前に撮影していた動画を視聴した後、校歌斉唱の合図がありました。各教室から

子ども達が立ち上がる音が聞こえます。私はだれもいない校庭に出ました。放送の伴奏に合わせて、８

ヶ月ぶりに全校で一緒に歌う校歌が校庭に響いてきました。胸がいっぱいになりました。 

どのような形であれば実施しても大丈夫か、どのような内容ならみんなでお祝いの気持ちを表せるか、

先生たちは何度も何度も集まって考えました。子ども達は委員会活動を中心に準備をしました。各クラ

スで校歌の練習に励みました。たった１時間の集会ですが、たくさんの力を合わせてこのときを迎えま

した。子ども達の歌声が校庭でひとつになるのを聞いたとき、学校行事があることの大切さを改めて感

じました。 

日本では古くから「祭」が思いを一つにする場であったと思います。地域に住む人達が豊作祈願や豊

作のお祝い、ご先祖様への祈りなど、様々な思いを込めて「祭」を行っています。今年は日本中でこの

「祭」がなくなりました。みんなで一つになる時間が失われました。状況を考えれば仕方の無いことで

す。大人は大丈夫です。何度も力を合わせ一つになる良さを体験してきています。状況が良くなれば、

またみんなで力を合わせて世の中を良くしていけるでしょう。しかし子ども達は違います。経験の無い

ことは、簡単にはできません。全校で集まるのは厳しい状況ではありますが、できる方法、出来る内容

で、今までと形は違っても「学校行事だからできる学習・体験」を積んでいきたいと思います。 

集会の最後には、校庭でバルーンリリースをしました。金管バンドクラブのファンファーレの後、代

表委員の合図で一斉に風船を空に放します。およそ４００個の風船が空に舞い、子ども達の歓声が校庭

に響きました。子ども達のお祝いの気持ちが、学校中に満ちていくのを感じました。今年度開校１００

周年記念式典はできません。しかし、瑞江小学校１００年の歴史は今まで通りが通用しない状況の中

で、子ども達に「みんなで一つになる時間」を作ってくれました。１００年間、子どもたちを育ててく

れてありがとうございます。これからもよろしくお願いします。私達もがんばります。 

学校だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事  ＳＣ：スクールカウンセラー勤務 

２ 月 委員会 ＳＣ 

３ 火 文化の日 

４ 水 避難訓練 

６ 金 社会科見学（４） ＳＯＳの出し方教室（５） 

９ 月 安全指導 ＳＣ 

１０ 火 クラブ 

１１ 水 Ｂ時程 ４時間授業（区研究会のため） 

２－２は５校時授業 定時退勤日 

１４ 土 土曜授業 

１６ 月 心臓検診（１）  

１７ 火 道徳一斉授業日 社会科見学（６） 

１８ 水 ＳＣ 

１９ 木 定時退勤日 

２０ 金 ハッピースマイル班活動 

２３ 月 勤労感謝の日 

２５ 水 ＳＣ 

２７ 金 ４校時まで授業 就学時健康診断 

２８ 土 土曜授業 

12/1 火 薬物乱用防止教室（６） 委員会 

２ 水 ４時間授業（校内研究会のため） 

３ 

 

木 

 

安全指導 歯みがき指導（３）  

ハッピースマイル班活動 

４ 金 凧作り（１） 

５ 土 土曜授業 

１１月の行事予定 道徳一斉授業        １７日(金) 

例年道徳授業地区公開講座では道徳の授業

参観、講演会を実施してきましたが、今年度

は道徳授業のみを実施し、参観、講演会は行

いません。どのような学習をしたかは、後日

お知らせします。（６年生は別日に実施） 

 

落ち葉拾い       １１月いっぱい 

秋も深まり、校庭の木々も紅葉し、落ち葉

も増えてきました。月曜日全校朝会後、低学

年・中学年・高学年（仲よしも分かれて）ご

とに分かれ、ボランティア活動として落ち葉

拾いをしています。ほんの 

わずかな時間ですが、人の 

役に立つ仕事を経験します。 

 

コロナ禍での冬の服装は 

これから寒くなってくると教室ではストー

ブをつけ、暖房を入れます。しかし、新型コ

ロナウィルス感染症の心配がある中では、頻

繁に換気をしなければなりません。 

そこで今年の冬は、重ね着をするなどして

寒さをしのげるとよいです。また、教室内で

あっても厚手のジャンバー、ダウン等を着て

もよいこととします。また、ひざ掛け等も使

用してよいです。お子さんと話し合って、寒

くない服装で過ごすようにさせてください。 

ただし、携帯用カイロなどは子どもの管理

が難しいので、不可とします。 

今後の授業公開について 

これまでコロナウィルス感染症対策で授業公開は行ってきませんでしたが、今後条件

付きで少しずつ子どもたちの学びの様子を見ていただくようにします。 

 

 １２月中 ３学期 

１～５年生 仲よし 授業ライブ中継 土曜授業で授業公開 

６年生 土曜授業で授業公開 授業ライブ中継 

 

授業ライブ中継は、先日お配りしたマイクロソフトアカウントを利用して、授業の様

子をご覧いただきます。各学級とも１時間ずつです。設定の仕方を１１月中にお知らせ

します。 

授業公開も各学級とも１時間ずつ、１家庭で１名のみ参観可とします。 

（６年生については、お子さんの研究発表日を後日お知らせします。） 

ライブ中継、授業公開とも、後日詳細はお知らせします。 

 生活目標  

気持ちのよい 

あいさつ・返事をしよう 


